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江別地域における多職種連携研修会について（開催結果） 

平成 29 年 9 月 1 日（金） 

18 時 30 分～20 時 45 分 

江別市民会館 37 号会議室 

 

１．参加者数１３７名 ＋ 事務局・オブザーバー１９名（医師会４名含む） １５６名 

  医療系（医療機関＋訪問看護） ６１名 

 

  【参加者職種】 

  医師              ３名 

  歯科医師            ３名 

  薬剤師             ９名 

  看護師・保健師        ２６名 

  相談員            ２３名（医療系１０名） 

  ケアマネ           ２５名 

  リハ職            １２名 

  介護職            １２名 

  栄養士             ３名 

  事務・その他         ２１名 

 

２．アンケート結果（１１９名回答） 
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アンケートの回答者は、男性４６名、女性６７名であった。 

 

業務における経験年数は 10 年～２０年目の方が４１名と３４％を占め、 

次に５年目～10 年目の方が２５名と２１％だった。 

 

 

講演会については、５９名の方が大変参考になり、４９名の方が参考になったと回答した。 
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GW について、大変参考になったと参考になった方がそれぞれ４９名だった。 

GW の必要性があらためて数字に表れている。 

 

 

 

多職種連携については、良くできているが４５名に対し、あまりできていないが 

５６名を占め、連携の推進が必要なことが分かった。 

機関毎の集計は５P を参照 

47%

47%

5%

1%

GWについて

大変参考になった 参考になった

あまり参考にならなかった 参考にならなかった

2%

41%

51%

6%

連携について

大変良くできている 良くできている

あまりできていない できていない
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多職種が連携した研修会への参加回数は、初めての人が４８名と一番多く 

今後の継続的な実施が必要と分かった。 

 

 

 

研修の前後で多職種連携に対する意識が変わった方が６４名いた。 

変わらなかった人についても、もともと認識しているとの回答あり。 

研修実施が多職種連携の推進に必要なことが分かった。 

 

 

 

 

 

 

41%

27%

21%

11%

多職種研修参加回数

初めて 1-2回目 3-5回目 6回以上

65%

35%

研修前後の意識変化

変わった 変わらなかった


